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研究成果の概要（和文）：白亜紀の軟体動物殻表面には付着生物化石が普通に見られることがわかった．ノストセラス
科アンモノイドPravitocerasやDidymocerasの殻表面に高い頻度でナミマガシワ科二枚貝が付着していたことを明らか
にし，その産状の解析から，これらのノストセラス科異常巻アンモノイドの古生態の推定を行った．大型アンモノイド
に付着するベッコウガキ科二枚貝の産状より詳細な埋没過程を復元した．

研究成果の概要（英文）：Cretaceous sessile organisms were commonly observed on molluscan shells. It was 
revealed that the Late Cretaceous nostoceratid ammonoids, Pravitoceras and Didymoceras, are frequently 
encrusted by anomiid bivalves, and information about ecology of these heteromorph ammonoids was obtained 
by observation of modes of occurrence of them. The detailed burial process of a shell of the Late 
Cretaceous large ammonoid was also reconstructed based on the attachment pattern of gryphaeid bivalves.

研究分野： 古生物学・層序学
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１．研究開始当初の背景 
付着生物の化石は，基盤となる生物の古生

態や，当時の海洋環境等を考えるうえで重要
である．しかし，彼らの変遷史については不
明点が多く，また，国内の白亜系から産出す
る軟体動物化石表面の付着生物に関する研
究は非常に少なかった． 
 
２．研究の目的 
様々な生物事変や環境変動が起こった中生

代という時代に注目し，その時代特有の付着
基盤であるアンモノイドやイノセラムスな
どの軟体動物殻を利用した付着生物相の解
明を目指す．また，付着生物を鍵として，こ
れらの絶滅生物の古生態の復元を行う．さら
に，付着生物をヒントとして，バックグラウ
ンドとなった中生代の海洋環境について探
る． 
 
３．研究の方法 
中生代の地層において，付着生物の有無に

注意しながら軟体動物化石の観察・採集を行
い，さらに，付着生物に注意しながらクリー
ニング作業を行う．付着生物の種類・付着箇
所・サイズ・方向やその他の産状から，付着
の時期（基盤となった生物の生息時か死後
か）や埋没過程，基盤となった生物の古生態，
当時の海洋環境の解明を行う． 
 
４．研究成果 
ジュラ系豊浦層群および，白亜系蝦夷層群，

宮古層群，和泉層群，物部川層群，外和泉層
群，大野川層群，御所浦層群，姫浦層群など
で，イノセラムス類をはじめとする二枚貝類
や，巻貝類，オウムガイ類やアンモノイド類
などの頭足類の殻表面に付着したサンゴ類，
コケムシ類，カンザシゴカイ類，二枚貝類な
どの化石を確認した．白亜紀の付着生物化石
については，Pravitoceras sigmoidale に付着す
るナミマガシワ類以外は海底に横たわる死
殻や底生生物への付着であり，当時の北西太
平洋域の砂泥底環境において，軟体動物殻を
付着基盤として様々な付着生物が生息して
いたことがわかった．今後，これらの時空分
布を詳しく調べることにより，付着生物相の
変遷史が明らかにされることが期待される． 
北海道の古丹別地域より得られた白亜紀後

期大型アンモノイド Eupachydiscus haradai の
標本には，死後に付着したと考えられるベッ
コウガキ科二枚貝が多数見られ，それを元に，
海底面に横たわる E. haradai の死殻と海底面
やベッコウガキ科二枚貝の付着位置との詳
細な関係を推定した．その他の軟体動物化石
でも，付着生物の観察から，付着の時期や，
死後埋没までの時間，付着生物同士の付着の
前後関係などを推定した．その結果，埋没前
の死後の運搬や破損の少ない化石でも，付着
生物の観察から，死後埋没までにある程度の
時間があったことがわかるなど，軟体動物の
タフォノミーを考える上で重要な情報が数

多く得られることが確認された． 
和泉層群や外和泉層群から産出する，白亜

紀後期のノストセラス科異常巻アンモノイ
ド Pravitoceras sigmoidale や Didymoceras 
awajiense とナミマガシワ科二枚貝が共生関
係にあったことがわかった．それらの産状か
ら，P. sigmoidale が海底に横たわったり住房
を海底に引きずったりはしなかったことと，
特異な形態をしたフック状の住房部を形成
した後もかなりの期間生きていたことが示
唆された． 
 

 
↑ 白亜紀アンモノイドに見られる付着生物．
上：高知県の宮ノ原層産 Mantelliceras 住房内
面のコケムシ類．下：北海道の蝦夷層群産

Anagaudryceras 気房外面のカンザシゴカイ類． 
 

 

↑ 兵庫県の淡路島に分布する和泉層群産 
Pravitoceras sigmoidale 住房外面の 

ナミマガシワ科二枚貝 



 

↑ ナミマガシワ科二枚貝を伴う
Pravitoceras sigmoidale の復元図． 
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